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・日本の絵銭 

・ユーミエン族の神画「十八神像」 VOL.5 2021.10 

日
本
の
絵
銭 

今
回
は
貨
幣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
日
本

の
絵
銭
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
当
館
は
、
一

九
四
九
年
に
南
山
大
学
人
類
学
民
族
学
研
究
所

の
附
属
陳
列
室
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
絵
銭

や
貨
幣
は
そ
の
頃
に
購
入
さ
れ
た
よ
う
で
す

が
、
経
緯
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
は
っ
き
り
と
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
普
段
は
展
示
室
で
は
な
く
収
蔵

庫
に
保
管
し
て
い
る
の
で
、
目
に
す
る
機
会
が

少
な
い
資
料
で
す
。 

絵
銭
は
子
供
の
玩
具
や
信
仰
の
対
象
と
し
て

作
ら
れ
た
も
の
で
、
貨
幣
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い

つ
頃
か
ら
作
ら
れ
始
め
た
か
に
つ
い
て
は
、
鎌

倉
時
代
か
ら
と
い
う
説
や
江
戸
時
代
前
期
の
寛

永
十(

一
六
三
三)

年
に
寛
永
通
宝
以
外
の
諸
銭

が
使
用
禁
止
と
な
っ
た
頃
と
い
う
説
な
ど
諸
説

あ
り
ま
す
。
同
じ
絵
銭
で
も
大
き
さ
や
絵
が
異

な
る
こ
と
が
多
く
、
完
全
に
一
致
す
る
も
の
は

珍
し
い
で
す
。 

絵
銭
に
は
、
面
子
銭
（め
ん
こ
せ
ん
）
、
穴
一
銭

（あ
な
い
っ
せ
ん
）
、
浅
間
銭
（あ
さ
ま
せ
ん
）
、
打
印

銭
（だ
い
ん
せ
ん
）
、
鏡
屋
銭
（か
が
み
や
せ
ん
）
、
紋

切
銭
（も
ん
き
り
せ
ん
）
、
五
位
堂
銭
（ご
い
ど
う
せ

ん
）
、
駒
曳
銭
（こ
ま
び
き
せ
ん
）
、
念
仏
銭
（ね
ん
ぶ

つ
せ
ん
）
、
題
目
銭
（だ
い
も
く
せ
ん
）
、
福
神
絵
銭

（ふ
く
じ
ん
え
ぜ
に
）
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
。
編
年
的
、
機
能
的
な
部
分
の
研
究
が
ま
だ
ま

だ
期
待
さ
れ
る
資
料
で
す
。 

【面
子
銭
】 

面
子
銭
は
遊
び
用
具
と
し
て

作
ら
れ
た
絵
銭
と
し
て
は
初
期

の
も
の
で
、
多
く
が
肉
厚
に
鋳
造

さ
れ
て
い
ま
す
。
面
子
遊
び
で
打

ち
付
け
る
際
に
、
重
い
方
が
有
利

で
あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
絵
図
と

し
て
は
、
文
字
の
み
の
和
同
開
珎

や
中
国
の
貨
幣
を
模
し
た
も
の
、

福
神
、
駒
な
ど
様
々
な
種
類
が
あ

り
ま
す
。 
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【念
仏
銭･

題
目
銭
】 

念
仏
銭
は
、
浄
土
宗
、
浄
土
真
宗

の
宗
派
が
唱
え
る
念
仏
「
南
無
阿
弥

陀
仏
」
、
題
目
銭
は
日
蓮
宗
が
唱
え

る
題
目
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
が
書

か
れ
た
文
字
の
み
の
絵
銭
で
す
。
こ

れ
ら
は
江
戸
期
の
墓
か
ら
見
つ
か
る

こ
と
も
多
く
、
お
守
り
や
六
道
銭

（ろ
く
ど
う
せ
ん
）
と
し
て
使
用
さ
れ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
大

日
如
来
に
祈
る
際
の
呪
文
「
阿
毘
羅

吽
欠
（
あ
び
ら
う
ん
け
つ
）
」
を
梵
字

（ぼ
ん
じ
）
で
書
い
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。 

※
六
道
銭
…
死
者
と
共
に
埋
葬
さ
れ
た

銭
の
こ
と
で
す
。
枚
数
は
様
々
で
あ
っ
た

が
、
三
途
の
川
の
渡
し
賃
と
い
う
思
想
が

広
ま
っ
た
近
世
以
降
は
銭
六
枚
が
通
例
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

（南
山
大
学
人
類
学
博
物
館 

学
芸
員 

秦 

優
莉
香
） 

【鏡
屋
銭
】 

鏡
屋
銭
は
京
都
の
鏡
屋

の
職
人
が
銅
鏡
を
作
っ
た
余

り
で
鋳
造
し
、
鏡
屋
の
店
内

で
販
売
し
て
い
た
も
の
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

江
戸
時
代
の
銅
製
鏡
と
銅

質
が
少
し
異
な
る
な
ど
、
全

て
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
は
限

ら
な
い
よ
う
で
す
。
鏡
職
人

が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
な

が
ら
も
、
鏡
と
は
別
に
大
量

に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
鏡
屋
銭

の
絵
は
家
紋
が
中
心
で
、
多

く
の
種
類
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
面
子
銭
と
同
じ
く
、
面

子
遊
び
に
使
わ
れ
て
い
た
と

み
ら
れ
ま
す
。 
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ユ
ー
ミ
エ
ン
族
の
神
画 

「
十
八

じ
ゅ
う
は
ち

神
像

し
ん
ぞ
う

」 

 
普
段
は
展
示
室
の
引
き
出
し
の

中
に
展
示
さ
れ
て
い
て
、
見
落
と

し
が
ち
な
「
十
八
神
像
」
と
い
う
、

タ
イ
の
ユ
ー
ミ
エ
ン
族
が
使
用
す

る
道
教
の
神
々
が
描
か
れ
た
掛
け

軸
を
紹
介
し
ま
す
。
図
版
は
五
、
六

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

ユ
ー
ミ
エ
ン
族
と
は
、
中
国
華

南
地
方
か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
に

暮
ら
す
山
岳
民
族
で
す
。
ミ
エ
ン

語
を
話
し
、
Ｍ
ｉ
ｅ
ｎ
（
ミ
エ
ン
）
も

し
く
は
Ｉ
ｕ 

Ｍ
ｉ
ｅ
ｎ
（
ユ
ー
ミ
エ

ン
）
と
自
称
す
る
人
々
で
す
。
中
国

で
は
瑤
（
ヤ
オ
）
、
タ
イ
・
ラ
オ
ス
で

は
Ｙ
ａ
ｏ
（
ヤ
オ
）
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は

Ｄ
ａ
ｏ
（
ザ
オ
）
と
呼
称
さ
れ
る
集

団
に
含
ま
れ
ま
す
。
出
自
は
中
国

湖
南
省
北
部
や
洞
庭
湖
付
近
だ
と

考
え
ら
れ
、
漢
民
族
の
南
下
に
よ

り
、
タ
イ
に
は
十
九
世
紀
後
半
に

移
住
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

漢
民
族
と
の
接
触
が
長
く
、
文
化

的
な
影
響
を
色
濃
く
受
け
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
顕
著
に
表
し
て
い
る

の
が
、
「
評
皇
券
牒
（ひ
ょ
う
こ
う
け

ん
ち
ょ
う
）
」
と
「
十
八
神
像
」
で
す
。

「
評
皇
券
牒
」
に
つ
い
て
は
別
の
号

で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館
の
ユ

ー
ミ
エ
ン
族
の
資
料
は
、
白
鳥
芳

郎
氏
（
当
時
上
智
大
学
教
授
）
が
団

長
と
し
て
率
い
た
「
上
智
大
学
西

北
タ
イ
歴
史
・
文
化
調
査
団
」
が
、

一
九
六
九
～
一
九
七
四
年
の
間
に

三
回
実
施
し
た
調
査
で
収
集
し
た

も
の
で
す
。
調
査
後
は
、
上
智
大
学

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
上

智
大
学
に
在
籍
す
る
最
後
の
調
査

団
員
と
な
っ
た
量
博
満
氏
の
退
職

を
機
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
上
智
大

学
か
ら
南
山
大
学
人
類
学
博
物
館

に
一
括
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈

さ
れ
た
資
料
に
は
、
民
族
衣
装
や

生
活
用
具
な
ど
二
千
点
以
上
の
現

物
資
料
の
ほ
か
、
調
査
時
の
カ
ラ

ー
ス
ラ
イ
ド
や
八
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
、

儀
礼
に
使
用
さ
れ
る
文
書
の
複
写

な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

ユ
ー
ミ
エ
ン
族
は
重
要
な
儀
礼

の
際
に
、
十
八
枚
の
神
画
を
祭
壇

の
壁
に
掛
け
ま
す
（図
一
）
。
十
八
神

像
は
神
聖
な
も
の
で
あ
る
た
め
、

手
を
清
め
て
か
ら
で
な
い
と
触
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
十
八
神
像

を
掛
け
る
位
置
に
は
決
ま
り
が
あ

り
ま
す
。
⑨
玉
清
（
ぎ
ょ
く
せ
い
）

（
元
始
天
尊
）
を
中
央
に
掛
け
、
そ

の
左
右
に
⑧
太
清
（た
い
せ
い
）
（
道

徳
天
尊
）
と
⑩
上
清
（じ
ょ
う
せ
い
）

（
霊
宝
天
尊
）
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

中
央
に
配
置
さ
れ
る
玉
清
・
太
清
・

上
清
の
三
柱
の
神
は
三
清
（さ
ん
せ

い
）
と
呼
ば
れ
、
道
教
の
最
高
神
と

し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
側

に
配
置
さ
れ
る
三
清
以
外
の
神
々

は
左
右
の
ど
ち
ら
か
を
向
く
よ
う

に
描
か
れ
て
お
り
、
中
央
の
三
清

を
拝
謁
す
る
よ
う
に
並
べ
ま
す
。

一
番
端
に
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、

①
趙
元
帥
（
ち
ょ
う
げ
ん
す
い
）
と

⑰
鄧
大
師
（
と
う
だ
い
し
）
と
い
う

神
画
で
、
祭
壇
の
守
護
を
担
う
勇

猛
な
武
将
神
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
上
を
統
べ
る
神 

③
地
府

（
ち
ふ
）
と
天
を
統
べ
る
神 

⑮
天

府
（て
ん
ぷ
）
、
ユ
ー
ミ
エ
ン
の
祭
司

の
祖 

④
李
天
師
（り
て
ん
し
）
と
法

の
伝
授
者 

⑭
帳
天
師
（ち
ょ
う
て

ん
し
）
は
そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
る
よ
う

に
配
置
さ
れ
ま
す
。
巻
物
状
の
⑱

大
度
橋
（
た
い
と
う
き
ょ
う
）
は
十

七
枚
の
掛
け
軸
の
上
部
に
掲
げ
ら

れ
ま
す
。 

VOL.5 

  図一：壁に掛けられている様子 



4 
 

十
八
神
像
の
な
か
で
物
語
性
の

あ
る
三
点
の
神
画
、
⑤
拾
殿
（じ
ゅ

う
で
ん
）
、
⑫
壇
（
た
ん
）
、
⑯
大
海

旛
（
だ
い
か
い
ば
ん
）
に
描
か
れ
て

い
る
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

⑤
「
拾
殿
（
十
殿
）
」
で
は
、
中
央

に
地
獄
の
様
子
が
描
か
れ
、
左
右

に
は
地
獄
に
お
い
て
亡
者
の
罪
業

の
処
断
を
司
る
十
人
の
王
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
十
人
の
王
と
は
、
秦

広
王
（
し
ん
こ
う
お
う
）
、
初
江
王

（
し
ょ
こ
う
お
う
）
、
宋
帝
王
（
そ
う

て
い
お
う
）
、
五
官
王
、
閻
魔
王
、
変

成
王
（へ
ん
じ
ょ
う
お
う
）
、
泰
山
王

（
た
い
ざ
ん
お
う
）
、
平
等
王
（び
ょ

う
ど
う
お
う
）
、
都
市
王
（
と
し
お

う
）
、
五
道
転
輪
王
（ご
ど
う
て
ん
り

ん
お
う
）を
さ
し
ま
す
。 

⑫
「
壇
」
に
は
、
七
十
以
上
の

神
々
が
九
つ
の
階
層
に
分
か
れ
て

描
か
れ
て
い
ま
す
。
各
階
層
の
中

央
に
、
そ
の
階
層
に
お
け
る
主
た

る
神
が
置
か
れ
、
左
右
両
側
の

神
々
は
中
央
に
拝
謁
す
る
姿
勢
を

と
っ
て
い
ま
す
。
最
上
段
は
左
か

ら
玉
皇
（ぎ
ょ
く
こ
う
）
、
太
清
、
中

央
に
玉
清
、
上
清
、
聖
主
（
せ
い
し

ゅ
）
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
四
層
目

の
中
央
に
い
る
三
面
六
臂
の
神
は

ユ
ー
ミ
エ
ン
の
始
祖
に
あ
た
る
盤

護
（ば
ん
こ
※
一
）
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
最
下
層
に
は
、
象
や
虎
に

乗
り
刀
を
持
つ
武
官
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。 

⑯
「
大
海
旛
」
神
画
に
は
、
ユ
ー

ミ
エ
ン
族
に
祭
司
の
術
を
伝
え
た

人
物
と
さ
れ
る
大
海
旛
と
、
そ
の

左
下
に
は
人
々
が
刀
の
梯
子
を
登

る
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
祭
司
が
受
け
る
儀
礼
の
様
子

を
を
描
い
て
い
ま
す
。 

最
後
に
、
神
画
の
裏
側
も
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
玉
清
神
画
の
裏
面

に
の
み
、
こ
の
十
八
神
像
に
つ
い

て
の
詳
細
が
墨
書
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
二
）
。
こ
の
十
八
神
像
は
、
家
主

の
趙
法
財
が
光
緒
三
三
（
一
九
〇

七
）
年
に
絵
師
に
依
頼
し
て
描
か

せ
た
も
の
で
あ
り
、
某
月
の
十
二

日
に
神
画
の
開
光
儀
礼
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
絵

師
は
、
広
西
省
思
恩
府
武
候
県
永

寧
郷
大
漁
村
に
住
む
潘
氏
で
あ
り
、

神
画
を
制
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、

二
十
両
六
銭
が
支
払
わ
れ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。 

な
お
、
玉
清
神
画
以
外
の
神
画

の
裏
側
に
は
、
神
画
の
名
称
と
所

有
者
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

※
一 

盤
護
…
ユ
ー
ミ
エ
ン
の
始
祖
「
盤
護
」
は

「
評
皇
券
牒
」
に
登
場
す
る
た
め
、
評
皇
券
牒

の
号
に
て
紹
介
す
る
。 

（南
山
大
学
人
類
学
博
物
館 

学
芸
員 

井
原 

瑠
梨
） 

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館 

「ｍ
ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ 

ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
」
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
５ 

 

二
〇
二
一
年
十
月
発
行 

編
集
・発
行
／ 

南
山
大
学
人
類
学
博
物
館 

 

図二：玉清裏面写真と書き起こし 
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